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〇 人口減少・少子高齢化の進行（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」より）
・沖縄県の出生率は全国１位を維持しているが、平成元年以降は、人口置換水準である2.07を下回る
状況が続いている。

・高齢者人口と生産連嶺人口の比率

⇒

〇 世帯構造の変化（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」より）
⇒令和22年には、１世帯あたりの人員は、2.18人まで減少
⇒令和22年には、高齢夫婦・高齢単独世帯の割合は、27％まで増加

〇 地域コミュニティの希薄化（第11回県民意識調査結果報告書より）

包括的な支援体制の構築に向けた県の後方支援について

令和４年度現在
・重層的支援体制整備事業 実施市町村なし
・移行準備事業 １市（沖縄市）

令和５年度（予定） ※令和５年度重層的支援体制整備事業の実施に関する所要見込額等調べ（厚労省）
・重層的支援体制整備事業 実施予定市町村なし
・移行準備事業 ２市（沖縄市、うるま市）

沖縄県の現状沖縄県の現状

重層的支援体制整備状況実施状況重層的支援体制整備状況実施状況

平成17年は、４人で１人の
高齢者を支えている状況

令和17年は、２人で１人の
高齢者を支える状況に
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１．包括的な支援体制づくり検討会の開催（R3から継続 ※２市追加）

（沖縄市・浦添市・糸満市・西原町・八重瀬町）市町村担当課・社協職員を構成員に、重層事業実施に
向けた課題整理や必要となる取り組み（庁内連携・事業企画構想等）を進め、それぞれの“包括的な支
援体制づくり”に繋げる
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３．市町村単位での重層事業勉強会・説明会の開催（随時）
重層事業の概要・全体像について、市町村内関係各課での理解を深め、市町村内における体制づくり

のきっかけづくりを行い、具体的な取り組みを後押しする

２．市町村内の庁内連携に向けた後方支援（個別支援/随時）
上記の検討会構成市町村（5ヵ所）を中心に、市町村内での体制づくりに向けた具体的検討（庁内連携

会議等）に向けて、会議企画・運営に向けた個別の相談支援など後方支援を展開する

重
点

４．県域での“包括的支援体制づくり推進セミナー”の開催
包括的な支援体制づくりや具体的な事業メニューである重層事業について、市町村福祉担当各課はじ

めとする関係機関で共通理解を深め、各市町村での体制づくり推進を図る

継
続

ゆいまーる事業（市町村における包括的な支援体制構築支援）

沖縄県社会福祉協議会へ委託沖縄県社会福祉協議会へ委託



ゆいまーる事業（市町村における包括的な支援体制構築支援）

１．包括的な支援体制づくり検討会
⑴ 「包括的な支援体制づくり検討会」の開催（年２回）

モデル市町村 ： 重層的支援体制整備事業への手挙げを検討している５市町村
検討会構成員 ： 市町村職員、市町村社協職員、県福祉政策課、県社協、学識者
第１回：10月14日 市町村職員と社協職員を分け、それぞれのグループで意見交換を実施
第２回：1月26日(予定) 重層事業を実施している愛知県豊田市から行政、社協職員それぞれ参加して

いただき、意見交換等実施予定

２．市町村内の庁内連携に向けた後方支援
⑴ 検討会構成モデル市町村（５ヵ所）を中心に、市町村内での体制づくりに向けた具体的検討に向けて、
会議企画・運営に向けた個別相談支援を展開。
・ 県で把握している他の市町村の情報提供や庁内勉強会の内容調整、アドバイザー（学識者）派遣を
実施

⑵ 市町村内の庁内連携に向けた後方支援
モデル市町村の他、重層事業に前向きな市町村、市町村社協へヒアリングを実施。
（沖縄市、浦添市、糸満市、西原町、八重瀬町、宮古島市、多良間村、石垣市、竹富町、那覇市、
うるま市、北谷町、本部町）

３．市町村単位での重層事業勉強会・説明会の開催（随時）
重層的支援体制整備事業の実施を検討している市町村の庁内連携の一環として、部局間を跨がる勉
強会へ講師として参加。
・ 7月26日 沖縄市 参加者：行政職員（７部局から36名）
・ 11月９日 那覇市 参加者：福祉関係各課職員、相談支援員、市町村社協 計20名
・ 11月11日 宮古島市 参加者：宮古島市福祉部 部長、各課長、係長等 計17名 3



４．県域での“包括的支援体制づくり推進セミナー”の開催
第1回 9月15日 オンラインにて開催

行政説明① 「地域共生社会」の実現に向けた重層的支援体制整備事業の活用について
（説明） 厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 地域共生社会推進室
厚生労働省全国キャラバンを活用し、厚生労働省担当職員より事業概要の説明

行政説明② ゆいまーる事業（重層的支援体制構築に向けた都道府県後方支援事業）
（説明） 沖縄県子ども生活福祉部 福祉政策課
県後方支援の事業内容の説明

実践報告① 分野別の視点を意識して包括的な支援体制の構築を推進する
～坂井市の重層的支援体制整備事業実施に当たって～
（説明） 福井県坂井市健康福祉部福祉総務課
坂井市の重層事業に至るまでの経緯、実施体制、事業を実施して感じた利点と課題を説明

実践報告② 福井県坂井市における包括的な相談支援体制づくり
～これまでに構築した体制を活かした包括的支援体制づくり～
（説明） 社会福祉法人 坂井市社会福祉協議会
重層事業受託まで、市行政等関係者との連携、地域づくり等について説明

参 加 者 県内22市町村 205名（行政、社協、社会福祉法人）

第２回 1月25日 オンラインにて開催予定
実践報告① 愛知県豊田市福祉部福祉総合相談課

「誰ひとり取り残さない支援を目指す～豊田市の取組～」
実践報告② 社会福祉法人 豊田市社会福祉協議会

「豊田市における重層的支援体制推進（整備）事業の実際」

ゆいまーる事業（市町村における包括的な支援体制構築支援）

4


